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研究 

主題 

多くの他者との関わりを通して自らの課題を解決する資質・能力を育む 

探究的な学習の指導法 

－ 第３学年の進路学習を題材として － 

 

第３学年 総合的な探究の時間学習指導案 

指導月日 令和６年 10月 23日 

所属校名 宮城県南三陸高等学校 

氏名   早坂 祥 

 

１ 単元名「進路探究〜自らの進路をデザインする〜」 

 

２ 単元の目標 

実社会や実生活と自己との関わりから立てた課題の解決に向けて、主体的・協働的に取り組むこと

により、これからの自分自身の生き方を見いだし、日常の生活に生かすことができるようにする。 

 

３ 単元観 

 第１学年の単元「自己の進路を考える」では、大学見学会や企業見学を通して自らの視野を広げ、

第２学年の単元「進路実現への歩み」ではジュニアインターンシップ等の活動を通して望ましい職業

観、勤労観を養ってきた。第３学年の単元「進路探究〜自らの進路をデザインする〜」では、第１学

年で身に付けた自らの進路を広く捉える視野と、第２学年で培った職業観、勤労観を生かし、生徒自

ら実社会に関わる課題を立て、それらを多くの他者と協働することで解決する活動を行う。この活動

を通し、他者の考えが自らの思考の枠組みを広げてくれることを実感し、多くの他者と協働しながら

よりよい生き方を探究していくことができるように学習を進めていきたい。具体的には、大学や短大、

専門学校等の資料や、企業のホームページ、資料等を参考に、社会で求められる共通の資質・能力を、

他者と協力しながら進路への意識を高め合う時間を設定する。この活動で発見した問いに対して、自

分なりの考えをまとめ、それに対する他者からの意見を取り入れて更に精度を高めることにより、生

涯にわたって探究をし続けることができるようにしていきたい。また、卒業後に目指したい自らの姿

のイメージを発表し、多くの他者からフィードバックを受ける時間を設定する。この活動を通して多

くの他者から意見をもらい、目指したい自らの姿に生かすことができるようにしていきたい。なお、

多くの他者については、クラスという枠にとらわれず、学年全体、さらには保護者にまで範囲を広げ

ることで、自分の視野が広がることを実感できるようにしていく。 

 

４ 生徒の実態［第３学年３組 15名］ 

本研究の対象である３年３組は、普通科文理系のクラスであり、男子 10名、女子５名、計 15名であ

る。探究活動に関する実態を把握するために行った、授業実践Ⅰの事前調査の結果が図１である。

「あなたは普段の授業の中で、他者と関わることの価値を感じていますか」に対して「当てはまる」

または「どちらかといえば当てはまる」と回答した生徒は約 60％であった。一方で、このことから約

40％の生徒が他者との関わりに価値を感じていないことが想定される。また、「あなたは他者とコミ

ュニケーションを取ることが得意だと思いますか」に対して「当てはまる」または「どちらかといえ

ば当てはまる」と回答した生徒が約 40％であることから、約 60％の生徒が他者との関わりを不得意だ

と感じていると考えられる。加えて「あなたは普段の授業の中で、疑問や問題点を見つけるのは得意

な方ですか」に「当てはまる」または「どちらかといえば当てはまる」と回答した生徒は約 50％であ

る。これは、問題を意識する経験が不足していることが原因だと考えられる。 

本授業を通し、多くの他者から意見を取り入れることが、疑問や問題点を見付けたり、課題を立て

たりする上で、生徒自身の考えの幅を広げてくれる方法であることを実感させたい。 
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図１ 総合的な探究の時間に関する事前調査（ｎ＝15） 

 

５ 指導観 

 指導に当たっては、実社会に関連する課題や、自己の希望進路の実現方法を考察する過程の中で、

将来のキャリア形成の方向性を捉えることができるように学習を進めていきたい。学習指導要領に示

されている「探究の過程」の４つのプロセス「①課題の設定」「②情報の収集」「③整理・分析」

「④まとめ・表現」を経験できるように計画している。本校の総合的な探究の時間の目標には「自己

の意見や考えを的確にまとめ、他者に伝えるコミュニケーション能力を培い、現代社会に適応できる

自己表現能力を養う」と示されているので、志望動機の記述、面接指導、自ら設定した課題に対する

回答の説明等の手立てを通して、「④まとめ・表現」に重点を置いている。また、作成した志望動機

を他者に確認してもらったり、発表した内容に関する感想や質問をもらったりすることで、他者から

多様な意見をもらい、自分の視点を広げることができることを実感させたい。なお、本研究での「多

くの他者」は、第３学年の生徒及びその保護者を対象としている。 

 

６ 研究主題との関連 

(1) 目指す授業像 

 視点① 

 自らが目指す将来の姿のイメージを発表し、その発表に対する多くの他者からの意見を取り入れる

ことで、発表内容の精度を更に上げることができる授業。 

 視点② 

 探究の過程４つのプロセスに沿った一連の活動を経験し、その活動を振り返ることで、生徒同士が

互いのよさを実感し、今後の更なる探究活動につながるような動機付けがなされる授業。 

(2) 目指す授業像に迫る手立て 

 視点①について 

生徒自らが目指したい将来の姿を具体的にイメージしてまとめ、他者に対して発表するという課題

を設定する。３年３組の生徒だけでなく、他クラスの生徒、及び保護者を対象にまとめた内容を発表

する。発表後、発表を聞いた他者から感想をもらうことにより、多くの他者からの意見が自らの考え

を更に広げてくれることを実感できるようにする。 

 視点②について 

 学習指導要領の探究の４つのプロセス「①課題の設定」「②情報の収集」「③整理・分析」「④ま

とめ・表現」を意識した活動を経験させ、一連の活動について生徒同士で意見を共有し、その結果を

オンラインアンケートフォームで振り返らせる。その際「他者からの意見や質問で気付いたこと」

「今後どのような学びにつなげていきたいか」を入力させることにより、新たな探究活動につなげる

ことができるようにする。  
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７ 単元の指導と評価規準 

(1) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①自らの進路についての調べ学

習や面接指導を通して、進路実

現に向けて必要な知識が身に付

いている。 

②志望動機の作成を通し、自ら

の考えを言語化する方法が身に

付いている。 

①実社会と関連した課題に対し

て、自らの考えをまとめ、表現

している。 

②模擬面接等を通して、自らの

考えを的確に伝えることができ

る。 

①自らが設定した課題に真摯に 

向き合い、他者の異なる立場 

からの考えを受け入れ、それ 

らを自らの問いの解決に生か 

そうとしている。 

②自らの進路について、多様な 

考えを取り入れつつ、主体的 

に調べようとしている。 

(2) 単元の全体計画（11時間扱い 本時９／11） 

時 主たる学習活動【探究のプロセス】 知 思 態 評価方法 

１ ・自らが希望する進路に関する情報を集める。 

【情報の収集】 

  ② ・観察 

・ワークシート 

２ ・「製造系の企業にとって、高校３年生に身に付け

てほしい資質・能力は『〇〇力』である」の○○に

当てはまる語句を、企業の資料やホームページで調

べたことを基に、比較検討する。 

【課題の設定、情報の収集、整理・分析】 

① ①  ・観察 

・ワークシート 

３ 

 

授

業

実

践

Ⅰ 

・「製造系の企業にとって『〇〇力』はなぜ大切な

のか」について、グループごとに考えを発表する。 

・発表を聞いた生徒は、発表の感想を伝え、１つ以

上質問をする。 

・他者の考えを取り入れ、発表内容を修正する。 

【まとめ・表現】 

 ①  ・観察 

・生徒の成果物 

・オンラインアンケート

フォーム 

４ ・志望動機の書き方を学び実際に書いて練習する。 

【情報の収集、まとめ・表現】 

②   ・志望動機練習プリント 

５ ・面接での基本的な質問に対する自らの考えを書き

出した上で、模擬面接で実際の受け答えを体験す

る。 

【整理・分析、まとめ・表現】 

②   ・ワークシート 

・面接練習用プリント 

６ ・第５時での反省点を踏まえ、生徒同士で面接相手

を変えながら面接練習を行う。なお、面接官役の生

徒は、過去の面接での質問事項の用紙を参考にす

る。 

【整理・分析、まとめ・表現】 

  ② ・観察 

・面接練習用プリント 

７ ・第６時での反省点を踏まえ、生徒同士で面接相手

を変えながら面接練習を行う。なお、面接官役の生

徒は過去の面接での質問事項の用紙を参考にする。 

・主に進学希望の生徒は、教師の添削を受けなが

ら、志望動機を完成させる。 

【整理・分析、まとめ・表現】 

 ② ② ・観察 

・志望動機練習プリント 
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８ ・「〇〇年後、社会人になったあなたに対して母校

である南三陸高等学校から『本校の卒業生であるあ

なたに、社会人講話の講師として本校の生徒たちに

対してあなたのエピソードを話してほしい』という

依頼がありました。あなたは母校の生徒たちに対し

て、何を伝えますか。現在の希望進路に進むことが

できたとして、なりたい自分の姿、その時に想定さ

れる社会状況等について具体的にイメージし、まと

めた内容を２分間で発表してください。ただし、発

表形式は問わず、〇〇に当てはまる年数は自ら設定

してよいものとします」という課題を提示し、第９

時での発表に向けた準備を行う。 

【課題の設定、情報の収集、整理・分析】 

 ①  ・ワークシート 

９ 

 

授

業

実

践

Ⅱ 

・第８時でまとめた考えを、多くの他者に向けて発

表する。 

・発表を聞いた生徒は、評価規準シートを基に、発

表者に感想を伝える。 

【まとめ・表現】 

 ①  ・観察 

・生徒の成果物 

・オンラインアンケート

フォーム 

10 ・生徒一人一人が第９時を通してまとめた内容を教

師が聞き、他者からのフィードバックで変化した点

について評価する。 

・第９時での発表を振り返って学んだことを、生徒

一人一人が面接練習や必要書類の作成等、自分の希

望進路に応じた活動に生かす。 

【整理・分析、まとめ・発表】 

  ① ・観察 

・生徒の各端末で自分自

身の発表の様子を録画す

る 

11 ・生徒一人一人が、面接練習や必要書類の作成等、

自分の希望進路に応じた活動に取り組む。 

【整理・分析、まとめ・発表】 

  ① ・観察 

・生徒の成果物 

 

８ 本時（進路探究⑨）の計画 

(1) 目標 

 自らが目指す将来の姿のイメージを他者に発表する活動を通して、多くの他者と関わることの有用

性を実感し、自らの進路を広く捉えるための新たな気付きや考えを持つことができるようにする。 

(2) 本時の指導に当たって 

 第８時に、本時の課題につながる活動を行う。活動は、第３学年全体（３年１組８名、３年２組 24

名、３年３組 15名 計 47名）で行う。本時の課題は以下の通りであり、第８時では生徒一人一人が発

表内容についてまとめる。 

「〇〇年後、社会人になったあなたに対して母校である南三陸高等学校から『本校の卒業生である

あなたに、社会人講話の講師として本校の生徒たちに対してあなたのエピソードを話してほしい』と

いう依頼がありました。あなたは母校の生徒たちに対して、何を伝えますか。現在の希望進路に進む

ことができたとして、なりたい自分の姿、その時に想定される社会状況等について具体的にイメージ

し、まとめた内容を２分間で発表してください。ただし、発表形式は問わず、〇〇に当てはまる年数

は自ら設定してよいものとします」 

本時の課題を上記のように設定したのは、卒業後の自らの将来について多くの他者からの意見を基

に見つめ直すことで、より広い視野でイメージを具体化できることを実感させたいと考えたからであ

る。 

第８時では、課題設定の趣旨と発表当日の流れを伝える。一人一人が発表内容を考え、準備をする。

その際、友人と協力しながら作成しても構わないと伝える。本時の発表について３学年の保護者宛て
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に案内を出し、参観を希望する保護者からも意見をいただくことで、より多様な視点から自らの将来

の姿を捉えることができるようにする。 

 発表は、教員側で設定した３名グループに分かれるよう指示し、グループ内で１名ずつ２分間の発

表を行う。発表の後、３分間振り返りの時間を取る。３名とも発表が終わったら、教員側で設定した

新しい３名グループに分かれるよう指示する（同じ生徒同士にならないよう留意する）。新しいグル

ープに分かれた後、１回目の発表の振り返りを踏まえ、新たに気付いた部分を修正して発表するよう

伝える。 

(3) 指導過程 

段

階 
学習活動 形態 〇教師の働きかけや留意点 

評価規準 
（評価方法） 

導

入 

５ 

分 

１ 本時の課題を説明する。 

「〇〇年後、社会人になったあなたに

対して母校である南三陸高等学校から

『本校の卒業生であるあなたに、社会

人講話の講師として本校の生徒たちに

対してあなたのエピソードを話してほ

しい』という依頼がありました。あな

たは母校の生徒たちに対して、何を伝

えますか。現在の希望進路に進むこと

ができたとして、なりたい自分の姿、

その時に想定される社会状況等につい

て具体的にイメージし、まとめた内容

を２分間で発表してください。ただ

し、発表形式は問わず、〇〇に当ては

まる年数は自ら設定してよいものとし

ます」 

一斉 〇どの生徒も自分が持ってい

ない価値観や考えを持ってお

り、他の生徒から学ぶものは

多いことを伝える。 

○発表を聞いた生徒には、評

価規準シートを基にして、発

表者のためになるような感想

を伝えるよう指示する。 

〇保護者の方に「良かった

点、気になった点を含めた感

想を、発表直後の振り返りの

時間か、授業の最後に掲示す

るオンラインアンケートフォ

ームにて、発表者に伝えてい

ただくこと」を伝える。 

 

展

開 

40 

分 

２ 生徒一人一人がまとめた内容を発 

表する。 

１ターン目 

別紙記載の３人グループに分かれて

発表順を決め、１人ずつ発表する。 

(1) １人目 

（発表２分・振り返り３分） 

(2) ２人目 

（発表２分・振り返り３分） 

(3) ３人目 

（発表２分・振り返り３分） 

 

１ターン目の発表終了後、評価規準シ

ートに照らし合わせて望ましいと感じ

た生徒たちの行動について教員から全

体にフィードバックし、１ターン目を

経て新たに気付いたこと等を次の発表

に取り入れる時間を設ける。（５分） 

 

２ターン目 

別紙を参考に、新たな３人グループ

に分かれる。分かれた後は発表順を決

め、１人ずつ発表する。 

(1) １人目 

（発表２分・振り返り３分） 

グループ  

 

〇移動ができていない生徒が

いたら、移動場所を確認す

る。 

〇評価規準シートに照らして

良い発表が見られたら、次の

発表者に移る前に全体に伝え

る。 

〇２人グループには、３人目

の発表は自由に移動して聞き

に行ってよいことを伝える。 

〇１ターン目の発表内容やも

らった感想を踏まえて、何か

１つでも気付いたことを自ら

の発表内容に生かすよう指示

する。 

 

 

 

〇１ターン目と同様に、評価

規準シートに照らし合わせて

良い発表が見られたら、次の

発表者に移る前に全体に伝え

る。 

【思】生徒

の成果物 
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(2) ２人目 

（発表２分・振り返り３分） 

(3) ３人目 

２ターン目終了後、１ターン目と比較

して変化した部分等について、全体に

フィードバックする。（５分） 

 

振

り

返

り

５

分 

３ 本時の発表を振り返る。 

１ターン目のグループに戻り、本時の

感想を共有する。（３分） 

 

記述式のオンラインアンケートフォー

ムを用いて、本時の活動を振り返る。

（２分） 

グループ  

〇１ターン目と比べて２ター

ン目で変化した点に焦点を当

てるよう指示する。 

○オンラインアンケートフォ

ームにタブレット端末から感

想を入力するよう指示する。 

〇保護者向けにもオンライン

アンケートフォームを作成

し、可能な範囲で本時の感想

を入力していただく。 

【思】オン

ラインアン

ケートフォ

ーム 

(4) 本時の評価 

評価の観点 評価規準 十分満足できる（A） 
努力を要する生徒（C) 

ヘの手立て 

思考力・判断

力・表現力 

①自らが設定した将来の

社会について、現在のデ

ータを踏まえてその時の

社会状況を言語化するこ

とができる。 

②他者の意見を取り入れ

ながら、自らの意見を適

切に表現することができ

る。 

①将来の社会状況を現在

のデータから想像し、言

語化できる。 

②他者からの意見を取り

入れて、自らが目指す社

会人の姿をより具体的に

表現することができる。 

①生徒が想定している社

会について聞きつつ、い

くつかの具体例をあげて

方向性を示す。 

②他者からの感想を受け

て感じたことを聞き、教

師がその生徒の気づきを

伝えることで可視化す

る。 

(5) 準備物 

① 教師：ノートパソコン、振り返り用のオンラインアンケートフォーム、ワークシート（評価規準

シート含む）、 

本時の流れプリント 

② 生徒：筆記用具、タブレット端末、その他発表に必要なもの 

(6) 板書計画（本実践では第１体育館のスクリーンに以下を投影した） 

【本時の課題】 

「〇〇年後、社会人になったあなたに対して母校である南三陸高等学校から『本

校の卒業生であるあなたに、社会人講話の講師として本校の生徒たちに対してあ

なたのエピソードを話してほしい』という依頼があった。あなたは母校の生徒た

ちに対して、何を伝えますか。現在の希望進路に進むことができたとして、なり

たい自分の姿、その時に想定される社会状況等について具体的にイメージし、ま

とめた内容を２分間で発表してください。ただし、発表形式は問わず、〇〇に当

てはまる年数は自ら設定してよいものとします」 

 

【発表形式】 

①発表（２分） 

②振り返りタイム（３分） 

タブレット端末のタイマーを画面ミラーリングで投影

し、展開での発表と、感想を共有する時間の可視化を行

う。 
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表１ 授業実践Ⅰのワークシート 

 【
M
E
M
O
】

・
記
録
の
生
徒
は
こ
こ
に
質
疑
応
答
の
内
容
や
気
付
い
た
点
等
を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

・
記
録
以
外
の
生
徒
は
、
発
表
や
質
疑
応
答
で
気
付
い
た
点
等
を
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
タ
ー
ン
目

２
タ
ー
ン
目

３
タ
ー
ン
目

総
合
的
な
探
究
の
時
間
　
進
路
探
究
③
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

質
問
の
観
点

具
体
的
な
質
問
例

・
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。

・
そ
の
言
葉
の
意
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
う
考
え
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
ど
う
し
て
そ
う
思
っ
た
の
で
す
か
。

・
根
拠
と
な
る
資
料
は
あ
り
ま
す
か
。

・
具
体
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

・
そ
れ
は
ど
れ
く
ら
い
確
か
め
ま
し
た
か
。

・
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
当
て
は
ま
り
ま
す
か
。

・
こ
う
い
う
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

・
例
外
は
あ
り
ま
す
か
。

（
５
）
そ
の
他
の
場
合

質
問
の
観
点

（
１
）
意
味

（
２
）
理
由

（
３
）
具
体
的
な
証
拠

（
４
）
検
証
方
法
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表２ 授業実践Ⅱのワークシート 

 

（
　
　
）
組
（
　
　
）
番
　
氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

～
本
日
の
課
題
～

〇
〇
年
後
、
社
会
人
に
な
っ
た
あ
な
た
に
対
し
て
母
校
で
あ
る
南
三
陸
高
等
学
校
か
ら
「
本
校
の

卒
業
生
で
あ
る
あ
な
た
に
、
社
会
人
講
話
の
講
師
と
し
て
本
校
の
生
徒
た
ち
に
対
し
て
あ
な
た
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
な
た
は
母
校
の
生
徒
た
ち
に

対
し
て
、
何
を
伝
え
ま
す
か
。
現
在
の
希
望
進
路
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
な
り
た
い
自

分
の
姿
、
そ
の
時
に
想
定
さ
れ
る
社
会
状
況
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
ま
と
め
た
内

容
を
２
分
間
で
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
１
タ
ー
ン
目

①
 
 
１
人
目
の
発
表
（
２
分
）
→
振
り
返
り
（
３
分
）

②
 
 
２
人
目
の
発
表
（
２
分
）
→
振
り
返
り
（
３
分
）

③
 
 
３
人
目
の
発
表
（
２
分
）
→
振
り
返
り
（
３
分
）

・
な
ぜ
そ
の
職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
の
？

・
〇
〇
を
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
。

発
表
内
容
の
修
正
（
５
分
）

・
〇
〇
年
後
を
選
ん
だ
理
由
は
？

・
高
校
時
代
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
？

　
２
タ
ー
ン
目

①
 
 
１
人
目
の
発
表
（
２
分
）
→
振
り
返
り
（
３
分
）

②
 
 
２
人
目
の
発
表
（
２
分
）
→
振
り
返
り
（
３
分
）

③
 
 
３
人
目
の
発
表
（
２
分
）
→
振
り
返
り
（
３
分
）

感
想
の
シ
ェ
ア
（
３
分
）

感
想
入
力

※
注
意
点

・
将
来
の
自
分
に
な
り
き
っ
て
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

・
発
表
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
口
頭
、
何
で
も
大
丈
夫
で
す
。

・
今
日
の
授
業
は
「
色
々
な
人
か
ら
の
意
見
が
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
」
こ
と
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
振
り
返
り
の
時
間
で
の
感
想
や
質
問
が

と
て
も
重
要
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。
評
価
規
準
シ
ー
ト
に
沿
っ
た
感
想
だ
け
で
な
く
、
気
に
な
っ

た
点
等
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
色
々
質
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
皆
様
も
、
振
り
返
り
の
時

間
に
ぜ
ひ
感
想
や
質
問
を
生
徒
た
ち
に
お
伝
え
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
質
問
に
関
し
て

は
、
右
に
記
載
し
た
質
問
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
評
価
規
準
シ
ー
ト
】

【
質
問
例
】

【
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
】

総
合
的
な
探
究
の
時
間
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ａ
Ｂ

Ｃ

①
 
発
表
の
内
容

南
三
陸
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
将
来

に
つ
い
て
前
向
き
な
印
象
を
持
て
る

よ
う
な
内
容
だ
っ
た
か
。

将
来
の
社
会
的
背
景
を
前

提
に
、
自
ら
の
将
来
の
姿

を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
り
、
在
校
生
を
激
励
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

自
ら
の
将
来
の
姿
を
明
確

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

将
来
の
姿
が
漠
然
と
し
て

お
り
、
在
校
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ほ
と
ん
ど
込
め

ら
れ
て
い
な
い
。

②
 
伝
え
方

聞
き
取
り
や
す
い
速
さ
と
声
量
で
、

高
校
生
が
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
伝

え
て
い
た
か
。

発
音
が
明
瞭
で
聞
き
取
り

や
す
い
話
し
方
で
あ
り
、

原
稿
を
な
る
べ
く
見
な
い

で
、
聞
き
手
の
方
を
向
い

て
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

聞
き
取
り
や
す
い
話
し
方

で
あ
り
、
原
稿
を
見
な
が

ら
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

発
音
が
不
明
瞭
で
、
聞
き

取
り
づ
ら
い
話
し
方
で
あ

り
、
常
に
原
稿
を
見
な
が

ら
話
し
て
い
る
。


